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高
橋
産
業
建
設
課
長
急
逝

　
役
場
の
産
業
建
設
課
長
高
橋
文
平

さ
ん
は
、
去
る
十
月
十
一
日
開
か
れ

た
第
三
回
定
例
村
議
会
に
出
席
し
、

同
課
の
所
管
に
か
か
る
提
出
議
案
の

説
明
を
お
わ
っ
て
ま
も
な
く
脳
出
皿

で
倒
れ
、
意
識
不
明
昏
睡
状
態
の
ま

ま
午
後
八
時
過
ぎ
う
い
に
役
場
で
不

帰
の
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
村
行
政
の
執
行
機
関
に
あ
っ
て
、

産
業
、
建
設
関
係
の
重
要
業
務
の
担

当
者
乙
し
て
、
あ
る
い
は
身
体
の
不

調
を
予
期
し
な
が
ら
も
、
な
お
強
い

責
任
感
か
ら
議
会
に
臨
ん
だ
高
橋
課

長
さ
ん
の
急
逝
は
、
ま
こ
と
に
悲
痛

な
か
な
し
み
で
あ
り
、
行
政
事
務
の

完
全
遂
行
に
そ
の
敏
腕
が
期
待
さ
れ

て
い
た
だ
け
に
、
惜
し
み
て
も
惜
し

み
て
も
あ
ま
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
照
和
七
年
旧
貝
野

村
役
場
に
入
り
、
十
三
年
か
ら
終
戦

ま
で
軍
隊
に
応
召
さ
れ
た
り
、
青
年

学
校
指
導
員
と
し
て
活
躍
し
た
。
戦

一
後
二
十
一
年
か
ら
再
び
同
村
役
場
に

一
勤
め
震
地
奮
会
霧
讐
墾

一
し
護
地
肇
の
難
嚢
の
処
理
に

一
あ
た
っ
て
き
た
ぎ
ら
に
土
木
・
産

一
業
、
耕
地
、
地
籍
な
ど
の
係
を
担
当

。
し
、
同
村
役
場
の
中
堅
職
員
と
し
て

行
政
事
務
の
遂
行
に
大
き
な
役
割
を

果
し
て
き
た
。
昭
和
三
十
一
年
中
里

村
に
合
併
し
て
か
ら
も
、
卓
越
し
た

人
生
往
来

◎
産
声

　
子
の
名
前
　
　
父
の
名
住

樋
口
勝
茂
　
茂
　
一
小

山
本
良
子
　
良
治
小

藤
ノ
木
洋
子
　
勤
　
　
小

◎
高
砂
氏

｛
翻
難

｛新
郎
吉
楽

　
新
婦
広
川

出出原所

名
年
令
住
所

茂
（
子
）
朴
木
沢

カ
ッ
（
一
一
巳
堀
之
内

竜
平
（
ま
）
宮
中

ミ
イ
（
♂
）
津
南
町

総｛新
郎
知
桐

　
　
　
ロ

｛
翻
繍

｛新
郎
高
橘

新
婦
桑
原

◎
朗
天
名

臨
喜
樋

鈴
木
軍
一
郎

斉
喜
国
出
・ 福

原
定
雄
（
紫
）
津
南
町

山
本
タ
ケ
子
（
二
㌧
小
　
出

敏
雄
（
三
乙
津
南
町

キ
ヨ
（
三
五
）
西
田
尻

要
作
（
3
）
清
田
山

リ
ョ
（
三
も
如
来
寺

正
（
孟
蒼
俣

コ
ウ
（
二
も
津
南
町

宍孟穴6零
九二三））　）　）

　　　　住
下重干宮
　　　所山地溝中

識
見
と
、
優
れ
た
専
門
的
技
術
を
も

っ
て
産
業
振
興
に
土
木
事
業
の
遂
行

に
意
欲
的
に
と
り
く
み
、
産
業
建
設

課
畏
と
し
て
中
里
村
の
産
業
開
発
の

大
構
想
を
描
き
っ
つ
豊
か
な
村
づ
く

り
の
方
途
を
求
め
て
日
六
の
仕
事
に

熱
情
を
注
い
で
き
た
。

　
村
人
か
ら
は
、
高
橋
課
長
よ
り
も

宮
中
の
“
商
津
屋
さ
ん
4
で
だ
れ
か

ら
も
気
や
す
く
相
談
を
も
ち
か
け
ら

れ
、
信
頼
さ
れ
て
き
た
。
酒
盃
を
か

た
む
け
れ
ぱ
表
情
た
っ
ぷ
り
浄
瑠
璃

を
う
な
る
。
こ
の
人
間
味
豊
か
な
人

柄
が
つ
ね
に
人
を
ひ
き
つ
け
す
に
お

か
な
い
高
橋
課
長
の
円
満
な
人
格
で

　
　
も
あ
っ
た
。

　
　
　
農
業
の
近
代
化
に
対
処
し
て
、
構

　
　
造
改
善
、
蔦
盤
整
備
の
必
．
要
を
説
ぎ

　
　
地
理
的
条
件
を
生
か
し
た
主
産
地
形

　
　
成
と
、
観
光
資
源
の
開
発
に
中
里
村

　
　
の
振
興
を
期
待
し
、
郷
土
を
こ
よ
な

　
　
く
愛
し
て
盟
か
な
村
！
．
く
り
に
注
い

　
　
で
き
た
高
橋
さ
ん
の
熱
情
は
、
か
な

　
　
ら
す
や
村
行
政
に
う
け
つ
が
れ
て
、

　
　
や
が
て
こ
の
構
想
は
実
現
さ
れ
る
で

　
　
あ
ろ
う
。
享
年
四
†
九
才
の
働
き
盛

　
　
り
に
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
逝
っ
た
故
人

　
　
の
霊
に
、
つ
つ
し
ん
で
追
悼
の
意
を

　
　
表
す
矯
、

　
　
　
【
蔓
は
あ
り
し
日
の
蠕
嚢
】

l
i
2
，
」
ト
ー
！
，
－
1
、
、
、
ー
－
ー
、
，

文
化
祭
標
語

　
　
　
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
役
場
社
会
厚
生
課
で
は
左
記
に
レ

り
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
記

一
、
募
集
課
題

◎
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

◎
国
民
伍
金
に
つ
い
て

◎
栄
養
改
善
に
つ
い
て

◎
健
康
に
つ
い
て

◎
赤
い
羽
根
募
金
に
つ
い
て

◎
診
療
所
に
つ
い
て

◎
保
育
所
に
つ
い
て

◎
虫
歯
予
防
に
つ
い
て

◎
結
核
予
防
に
つ
い
て

◎
保
健
婦
活
動
に
つ
い
て

◎
急
救
車
に
つ
い
て

◎
環
境
衛
生
に
つ
い
て

　～9
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ヤ

　
思
、
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
の
内
容

　
へ
課
題
に
つ
い
て
端
的
に
表
現
し
た

　
　
中
塁
村
内
の
中
高
生
徒
及
び
居
住

　
　
者
に
限
る

　
　
ハ
ガ
キ
叉
は
そ
の
ま
x
展
示
さ
れ

一一

る
用
紙
を
使
用
す
る
、
点
数
制
限

一
　
な
し
住
所
（
学
校
）
氏
名
、
職
業

易
令
（
雀
を
盟
す
る
こ
と

　
ロ

一
四
、
宛
先
及
び
〆
切

一
◎
中
里
村
役
場
祉
会
厚
生
課

　
ハ

一
◎
昭
和
三
＋
八
年
＋
月
杏

離
鯵
欝
叢
長

驚
墓
象
嚢
蓋

　
　
品
、
入
選
各
十
点
に
賞
品
を
呈
す

　
◎
発
表
は
十
一
月
三
日
文
化
娯
会
場

一
に
展
示

撫
難
る
い
も
の

　
＼
』
、

亀
い
投
稿
ー

嫁
の
ね
が
い

　
十
人
十
色
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
人
の
気
持
ほ
ど
む
づ
か
し
い

も
の
は
な
い
と
わ
も
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
“
嫁
躍
と
い
う
名
を
つ
け
ら
れ

て
痛
切
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で

す
。
ど
う
し
て
こ
う
も
人
と
い
う
も

の
は
、
他
人
の
こ
と
を
あ
＼
だ
こ
う

だ
と
と
や
か
く
い
い
た
が
る
の
で
し

よ
う
か
。
と
く
に
世
代
の
ち
が
う
明

治
生
ま
れ
の
バ
バ
サ
た
ち
に
は
つ
き

あ
い
に
く
い
。
時
代
の
流
れ
、
う
つ

り
か
わ
り
と
い
う
こ
と
が
、
ぜ
ん
ぜ

ん
理
解
さ
れ
な
い
の
だ
か
ら
と
き
に

は
悲
し
く
さ
え
な
っ
て
し
ま
う
。

　
何
年
か
の
う
ち
に
は
、
わ
た
し
も

そ
う
い
う
姑
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
か
。
理
解
の
あ
る
進
歩
的

な
バ
パ
ア
に
な
り
た
い
と
お
も
っ
て

は
い
る
の
で
す
が
…
…
因
習
を
打
ち

酸
る
こ
と
は
杏
易
な
こ
と
で
は
な
い

こ
ん
な
田
の
中
の
村
で
は
、
な
か
な

か
で
き
な
い
こ
と
だ
と
わ
れ
と
わ
が

身
に
い
い
き
か
せ
て
た
だ
う
っ
む
い

て
い
る
だ
け
で
す
。

　
せ
め
て
冬
の
あ
い
だ
だ
け
で
も
、

婦
人
学
級
を
開
い
て
も
ら
っ
て
、
ど

う
し
た
ら
明
る
い
民
主
的
な
人
間
関

係
が
つ
く
ら
れ
る
か
、
住
み
よ
い
村

が
生
ま
れ
る
か
み
ん
な
と
い
っ
し
よ

に
話
し
あ
い
、
勉
強
し
あ
っ
て
み
た

い
と
お
も
い
ま
す
。
バ
パ
サ
学
級
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
村
ぐ
る
み
み
ん

な
で
話
し
合
う
そ
ん
な
こ
と
を
公
民

舘
あ
た
り
で
音
頭
を
と
っ
て
や
っ
て

も
ら
え
れ
ば
い
い
が
な
あ
ー
と
お
も

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
近
所
の
バ

パ
サ
た
ち
に
悩
ま
さ
れ
る
嫁
と
し
て

の
さ
さ
や
か
な
ね
が
い
で
す
。

保
険
証
は
大
切
に

　
国
保
で
は
先
頃
、
世
帯
主
の
給
付

率
引
き
あ
げ
の
た
め
被
保
険
者
証
を

区
長
を
通
し
て
回
収
致
し
ま
し
た
が

そ
の
折
大
変
目
立
っ
た
こ
と
は
紛
失

し
た
人
、
汚
ご
し
た
人
の
多
か
っ
た

こ
と
で
す
。
被
保
険
者
証
を
紛
夫
又

は
汚
ご
し
た
場
合
に
は
、
申
請
す
れ

ば
無
料
で
再
交
付
出
来
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
医
療
機
関
に
か
か
一

る
際
の
大
切
な
証
書
で
あ
り
ま
す
の

で
、

る
こ
，
と
の
な
い
よ
う
に
家
中
の
者
み

紛
失
し
た
り
、
董
し
た
呈

ん
な
の
わ
か
り
や
す
い
所
笑
旦

　
　
　
　
　
　
㌔
巴
　
喚

保
管
さ
れ
る
よ
う
に
皆
さ
ん
の
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
被
保
険
者
証
の
訂
正
を
さ
れ
て

な
い
方
は
至
急
国
保
係
の
方
に
提
出

し
て
訂
正
印
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

ム
ハ
　
ハ
サ

　
　
な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
　
　
（
九
月
投
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
月

っ
み
な
き
を
糸
の
生
命
や
つ
る
し
柿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
声

一
枝
の
色
を
も
ぎ
と
る
柿
し
ぶ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
仙

鷲
天
に
柿
の
一
群
赤
く
映
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

陶
工
の
背
語
り
や
柿
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
紅

熟
柿
落
つ
音
や
遅
夜
の
も
ら
い
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

誰
が
供
地
蔵
に
一
つ
黙
柿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
月

月
あ
か
り
霜
か
と
思
う
そ
ば
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

雁
が
峰
今
日
の
入
日
や
秋
深
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
山

山
椒
の
摘
み
て
帰
り
し
妻
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
声

吹
か
れ
て
は
泥
に
起
伏
の
コ
ス
モ
ス

や
　
　
　
　
　
紫
紅

緋
の
ま
ま
に
朽
ち
し
カ
ン
ナ
に
降
り

続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
紅

柿
二
つ
今
宵
の
客
の
嫁
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
紅

色
の
良
き
柿
選
り
供
え
仏
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
紅

穂
枯
田
の
畔
豆
柿
の
熟
れ
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

熟
れ
補
に
蜂
の
集
ま
る
日
和
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
月

樽
柿
や
昔
と
今
の
変
り
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
紅

柿
の
皮
干
す
老
翁
の
背
は
ま
る
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

夜
店
の
灯
ふ
と
若
き
日
の
想
い
よ
ぎ

り
け
る
　
　
　
　
　
桂
仙

稲
刈
り
の
人
日
輪
に
か
く
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
声

澄
む
水
に
大
日
輪
の
面
輪
か
な

　
～

響
購
霧
監

回
部
行
公
先
傷
免
1

一
－
　
村
　
　
　
数

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
現
在
人
口

・
く
ギ
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第
三
回
村
議
会
定
例
会

収
入
役
教
育
委
員
の
選
任

追
加
更
正
千
二
百
万
円
決
る

第
三
回
中
里
村
議
会
定
例
会
は
去

る
九
月
二
十
八
日
招
集
さ
れ
、
さ
ら

に
会
期
を
延
長
し
て
十
月
十
一
、
十

二
日
の
三
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、

収
入
役
、
教
育
委
員
、
公
平
委
員
、

固
定
資
産
評
価
委
員
な
ど
の
選
任
同

意
、
中
里
村
税
条
例
な
ど
の
一
部
改

正
、
田
沢
中
学
校
寄
宿
舎
増
築
工
事

関
係
、
現
年
度
発
生
災
害
復
旧
事
業

関
係
、
昭
和
三
十
八
年
度
才
入
才
出

追
加
更
正
予
算
、
昭
和
三
十
七
年
度

才
入
才
出
決
算
な
ど
議
案
二
四
件
、

認
定
事
項
七
件
、
報
告
事
項
二
件
の

付
議
事
件
を
審
議
し
た
。
付
議
事
件

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

▽
収
入
役
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
広

田
収
入
役
の
任
期
満
了
に
伴
な
う
人

事
で
あ
る
が
、
村
財
政
諸
般
の
情
勢

か
ら
財
政
運
営
に
多
年
の
経
験
が
あ

る
同
氏
が
再
び
選
任
さ
れ
た
。

▽
教
育
委
員
は
任
期
満
了
と
な
っ
た

阿
部
一
郎
氏
（
新
屋
敷
）
再
任

▽
公
平
委
員
に
桑
原
亀
平
氏
（
倉
俣
）

▽
固
定
資
産
評
価
委
員
に
村
山
正
也

氏
（
宮
中
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
村

議
会
の
同
意
が
得
ら
れ
、
十
月
一
日

付
で
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

▽
村
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
な
う
も

の
で
、
災
害
等
に
よ
る
税
の
納
入
期

限
の
延
長
、
延
滞
加
算
金
の
基
準
額

の
改
正
、
徴
税
令
書
の
呼
称
の
改
正

軽
自
動
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
の

規
定
改
正
な
ど
で
あ
る
が
詳
細
は
省

略
▽
中
里
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て

低
額
所
得
者
に
対
す
る
減
税
の
た
め

の
条
例
改
正
で
あ
る
。

▽
田
沢
中
学
校
寄
宿
舎
増
築
事
業
関

係
に
つ
い
て
は
、
百
六
十
万
円
の
起

債
と
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
増
築

に
か
N
る
敷
地
の
取
得
な
ど
に
っ
い

て
審
議
決
定
さ
れ
た
。

▽
現
年
度
発
生
災
害
復
旧
事
業
関
係

に
つ
い
て
は
、
臼
羽
毛
水
路
九
百
八

十
米
復
旧
工
事
に
か
N
る
事
業
費
の

一
部
百
十
万
円
の
起
債
を
決
定
。

▽
昭
和
三
十
八
年
度
追
加
更
王
序
算

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
第
四
E
目
で

あ
る
が
、
総
額
千
二
百
七
十
一
、
方
二

千
四
百
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
中
里
村
予
算
は
一
億
一
千
七

百
万
円
の
大
台
を
突
破
す
る
こ
と
に
、

な
っ
た
。
今
回
の
追
加
更
正
予
算
の

主
な
る
も
の
は
次
の
と
お
り
。

　
役
場
費
八
十
四
万
五
百
円
、
土
木

費
百
三
十
九
万
六
千
円
、
教
育
費
二

百
四
十
七
万
三
千
三
百
円
、
社
会
労

働
施
設
費
七
十
二
万
七
千
五
百
円
、

産
業
経
済
費
五
百
四
十
四
万
四
千
二

百
円
、
そ
の
他
省
略
。

▽
昭
和
三
十
七
年
度
才
入
才
出
決
算

に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
一
億
一
千

二
百
九
十
九
万
八
千
円
、
特
別
会
計

が
国
保
事
業
勘
定
一
千
七
百
八
＋
五

万
四
千
円
、
同
施
設
勘
定
三
百
三
十

三
万
一
千
円
、
農
業
共
済
事
業
五
百

七
万
円
、
簡
易
水
道
事
業
五
百
三
十

三
万
五
千
円
、
育
英
事
業
五
十
九
万

五
千
円
、
貝
野
小
、
中
学
校
組
合
五

百
三
十
二
万
九
千
円
と
な
り
、
監
査

委
員
か
ら
検
査
報
告
が
お
こ
な
わ
れ

た
後
、
異
、
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

中摯讐製隅
ダ
ム
　
づ
　

　
米
る
十
一
月
三

月
”
文
化
の
日
”

の
行
事
と
し
て
、

今
年
も
恒
例
中
里

村
文
化
祭
が
公
民

舘
、
、
産
業
建
設
課

社
会
厚
虜
，
、
課
、
商

工
会
の
・
【
■
蕾
に
よ

り
多
彩
に
催
さ
れ

る
乙
と
に
な
り
ま

し
た
。
村
民
の
皆

さ
ん
多
勢
か
ら
ご
参
観
い
た
だ
き
た

く
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▽
期
日
△

　
十
一
月
三
日
午
前
八
時
よ
り
午
後

三
時
半
ま
で
。
一
日
限
り

▽
会
場
△

　
田
沢
小
学
校
　
田
沢
中
学
校

▽
種
目
△

◎
文
化
芸
術
展
（
書
道
展
、
絵
画
展

俳
句
展
、
写
真
展
、
生
花
展
、
手
芸

品
、
魚
拓
展
、
下
手
物
展
、
神
楽
公

開
）

◎
産
業
物
産
展

◎
生
活
改
善
。
保
健
衛
生
展

◎
商
工
祭

　
な
胸
公
民
舘
で
は
、
次
の
と
お
り

一

＋
二
線
工
事

自
衛
隊
帰
る

清
津
の
清
流
を
右
眼
下
に
見
お
ろ

す
葎
沢
部
落
の
入
口
あ
た
り
か
ら
、

幅
員
六
・
五
厨
、
平
均
五
パ
ー
セ
ン

ト
勾
配
（
百
米
で
五
米
あ
が
る
）
の

新
し
い
道
路
が
、
通
称
砥
沢
に
沿
っ

て
山
嚢
を
右
に
左
に
カ
ー
ブ
を
描
き

な
が
ら
、
十
二
峠
に
向
っ
て
の
び
る

こ
こ
十
二
線
工
事
現
場
で
は
、
自
衛

隊
の
ブ
ル
ト
ー
ザ
に
よ
っ
て
切
り
開

か
れ
た
荒
削
り
の
道
を
県
土
木
出
張

所
の
手
に
よ
り
ノ
リ
切
り
、
側
溝
、

路
面
仕
上
げ
な
ど
が
急
ピ
ッ
チ
で
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
か
ら
本
格
的
に
再
開
さ
れ
た

こ
の
工
事
も
、
す
で
に
延
長
二
千
米

に
近
い
道
路
が
出
来
上
が
っ
た
。
工

事
の
主
力
と
な
っ
た
自
衛
隊
の
ブ
ル

ト
ー
ザ
の
活
躍
振
り
に
は
ま
っ
た
く

驚
く
。
さ
す
が
は
機
械
力
だ
。
す
で

　
1
塁
I
I
奮
1
ー

噸
継
舞
藩
一

願
い
し
ま
す
。

▽
書
道
△
題
書
体
自
由
、
半
紙
又
は

条
幅
い
す
れ
で
も
可

▽
絵
画
△
題
材
自
田
、
大
き
さ
四
ッ

切
り
以
上

▽
俳
句
△
秋
季
雑
詠
、
一
人
三
句

■
▽
写
真
△
題
自
由
、
大
き
さ
四
ツ
切

り
以
上

▽
手
芸
生
花
△
出
品
自
由

▽
魚
拓
下
手
物
△
出
品
自
由

▽
〆
切
り
△

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一 に

今
年
の
作
業
予
定
を
完
了
し
た
自

・
衛
隊
十
二
峠
作
業
隊
（
坂
井
一
等
陸

尉
以
下
四
十
七
名
）
は
、
先
月
下
旬

高
田
の
本
隊
に
引
き
揚
げ
た
。
三
ヵ

月
に
亘
る
暑
い
夏
の
間
、
真
黒
に
日

焼
け
し
た
た
く
ま
し
い
か
ら
だ
で
、

水
成
岩
や
凝
灰
岩
の
固
い
岩
肌
に
危

険
を
冒
か
し
て
の
困
難
な
作
業
で
、

ほ
ん
と
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

、
倉
下
地
内
で
ト
ン
ネ
ル
に
な
る
地

点
ま
で
は
ま
だ
千
九
百
米
余
り
あ
る

と
き
く
。
ま
す
く
山
は
け
わ
し
く

岩
は
固
い
。
い
よ
く
十
二
峠
開
さ

く
の
難
所
に
さ
し
か
＼
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
完
成
の
暁
に
は
、
主
要
地
方

道
と
し
て
産
業
の
面
、
観
光
の
面
で

そ
の
価
値
は
無
限
に
期
待
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
上
倉
、
倉
下

部
落
の
人
た
ち
の
よ
ろ
こ
び
は
一
し

お
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

　
【
写
真
は
山
襲
に
沿
っ
て
美
し
く
カ

ー
ブ
す
る
新
道
路
】

　
　
十
月
二
十
八
日
午
後
五
時
ま
で

　
　
（
手
芸
生
花
は
除
く
）

一
▽
出
品
先
△

㎝㎜一齢

　
公
民
舘
文
化
祭
係
あ
て
、
出
品
物

に
は
必
す
住
所
氏
名
年
令
を
明
記
し

て
下
さ
い
。
出
品
者
に
は
粗
品
を
呈

上
い
た
し
ま
す
。
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”
雪
下
か
ん
ら
ん
”

　
　
　
　
　
作
が
ら
と
栽
培
の
コ
ツ

　
食
生
活
の
変
化
に
伴
な
い
、
生
鮮

や
さ
い
の
需
要
が
増
し
、
西
洋
や
さ

い
を
は
じ
め
最
近
で
は
か
ん
ら
ん
の

周
年
栽
培
も
と
り
い
れ
ら
れ
て
、
各

地
に
産
地
が
生
れ
て
き
て
い
ま
す
。

積
男
を
利
用
し
て
春
さ
き
の
四
月
中

下
旬
関
束
や
関
西
の
新
も
の
が
市
場

へ
出
ま
わ
る
前
に
業
務
用
と
し
て
出

荷
さ
れ
る
雪
下
か
ん
ら
ん
は
中
魚
沼

郡
市
内
に
お
い
て
も
早
く
か
ら
こ
の

栽
培
法
を
手
が
け
て
い
ま
し
た
。
郡

市
内
で
は
吉
田
地
区
や
吉
田
南
部
地

区
が
作
付
面
積
、
出
荷
蝋
等
も
多
く

郡
市
内
に
お
け
る
栽
培
の
中
心
を
な

し
て
お
り
ま
す
。
中
里
村
で
も
二
、

三
年
前
か
ら
試
験
的
に
栽
培
を
は
じ

め
、
昨
年
は
或
る
程
度
成
功
さ
れ
て

出
荷
さ
れ
た
方
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
収
穫
高
（
反
当
収
量
）
は
あ
ま
り

高
く
な
か
？
た
よ
う
に
き
い
て
お
り

ま
す
。
郡
市
内
で
も
先
進
地
と
言
わ

れ
て
い
る
吉
田
地
域
で
は
前
作
が
馬

鈴
署
、
煙
草
等
が
お
も
で
反
当
平
均

二
、
五
〇
〇
キ
ロ
内
外
の
収
覚
を
あ
げ

て
お
り
ま
す
。

　
現
在
で
は
冬
期
間
の
裏
作
と
し
て

土
地
高
度
利
用
の
面
か
ら
経
営
の
中

に
か
か
せ
な
い
作
目
の
ひ
と
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。
中
里
村
で
も
導
入
さ
．

れ
て
本
年
で
三
年
口
に
な
り
ま
し
よ

成
績
を
あ
げ
自
信
を
得
た
方
も
あ
り

ま
し
よ
う
。
ま
た
成
績
が
あ
が
ら
す

途
中
で
な
げ
出
さ
れ
た
方
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
御
承
知
の
如
く
か
ん
ら
ん
は
豪
雪

地
帯
に
適
す
る
作
目
の
ひ
と
つ
で
あ

り
し
か
も
栽
培
は
比
較
的
容
易
で
病

審
虫
も
す
く
な
く
誰
で
も
栽
培
で
き

る
も
の
で
す
が
、
た
だ
問
題
は
．
夏
の

育
苗
に
成
功
す
る
こ
と
で
す
。
良
蕾

を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
れ
は
或

う
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
試
作
さ
れ
て
よ
い
一

る
程
度
そ
の
年
の
作
柄
は
ま
す
八
割
お
は
じ
め
て
本
年
か
ら
農
協
の
指
導

成
功
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
ほ
と
で
と
り
い
れ
麹
村
山
さ
ん
は

青
苗
技
術
は
大
切
な
仕
事
で
あ
り
ま
畑
作
で
立
派
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

。
す
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
な
く
と
も
反
当
二
千
．
五
直
試
は

　
本
年
は
適
当
に
．
雨
に
も
め
ぐ
ま
れ
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
’
、
に
作
梱

て
育
苗
に
は
条
件
の
よ
か
っ
た
年
で
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
十
だ
五
日
を
中

あ
り
ま
す
が
折
角
よ
い
苗
を
作
り
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
に
、
雪
下
か
ん
ら
ん
ば
結
球
は
じ
め

が
ら
お
　
へ
に
し
て
ホ
ハ
に
だ
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
モ

れ
た
方
が
あ
る
よ
う
で
そ
の
後
の
生
供
馨
象
ぎ
蓑
こ
の

育
を
悪
く
し
て
い
る
方
が
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程
度
す
す
め
な
い
と
増
収
は
の
ぞ
め

　
先
般
（
十
月
五
日
）
中
里
麗
協
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
せ
ん
。
本
年
菰
功
さ
れ
た
方
の
耕

江
口
技
師
と
作
柄
の
状
況
を
み
て
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麺
内
容
を
寮
、
　
臼
為
し
て
す
く
な
く

る
き
ま
し
た
が
募
は
大
変
に

生
育
が
布
く
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
と
も
叩
眼
曹
内
五
百
ア
ー
ル
以
上
の

よ
う
な
生
育
で
は
増
収
は
の
ぞ
め
な
作
村
．
愉
積
と
商
品
出
荷
量
を
当
而
十

灘
鷹
綴
編
礁
鉱
難
蠕

ム
きき

喜
り
蓄
i
ー

準急田沢駅に停車

　lO月1日から
　
〔
既
報
〕
＋
月

一
日
か
ら
、
、
国
鉄

飯
山
線
の
列
車
時

刻
が
一
部
改
正
さ

れ
た
が
、
ゾ
こ
れ
に

　
　
　
ヂ

よ
り
、
雌
急
行
野

沢
号
が
田
沢
駅
に

　
　
　
む

停
車
す
る
こ
と
に

な
つ
た
，

　
こ
の
準
急
は
、

今
年
七
月
か
ら
．
新

　
さ
れ
ナ
ヨ
ぴ
ぞ
　
ぴ
　
を
ぬ
　
し

て
い
る
が
P
こ
れ
ま
蚕
沢
駅
蚕
っ
た
わ
骸
、
煙
製
駅
吸
鏡

止
ま
ら
す
痢
用
に
不
便
と
な
っ
て
い

た
も
の
で
ヤ
　
　
　
や
　
　
　
の
の
　

鉄
擁
局
へ
の
は
麩
き
か
け
麩
覆
は
畏
駅
に
初
縦
し
竃

の
ほ
ど
実
現
し
た
も
の
。

　
な
お
、
準
急
野
沢
q
、
巧
の
田
沢
駅
発

車
時
間
、
長
野
駅
到
着
時
問
は
次
の

　
と
お
り
ロ

一
▽
上
り

一
器
発
禽
圭
分

一
長
野
駅
着
十
時
三
十
七
分

一
▽
下
り

　
　
　
　
ナ
さ
　
　
ナ
　
か

一
田
沢
駅
着
　
十
八
時
五
十
六
分

｝
　
こ
れ
に
よ
り
野
沢
、
長
野
方
而
へ

鳴
の
旅
行
、
信
越
線
へ
の
連
絡
が
い
ま

箋
婁
、
．
た
い
へ
ん
響
な

　
は
せ
い
ぜ
レ
　
ロ
し
て
も
ら
レ
た
レ

｝
と
い
っ
て
い
る
・

褻
沢
号
＋
月
百
琶

・
特
産
と
し
て
の
ぱ

す
た
め
の
今
後
の

問
題
点

1
雪
に
対
す
る
技
術
的
問
題

◎
根
雪
前
．
兀
全
結
球
さ
せ
る
と
翌
春

寒
害
を
う
け
や
す
く
反
対
に
．
五
～
六

分
結
球
程
度
で
は
収
触
が
あ
が
ら
な

い
。

◎
根
磐
前
八
～
九
分
結
球
を
す
す
め

る
と
増
収
は
で
き
て
も
融
雪
後
の
腐

敗
の
被
害
が
大
き
く
臼
玉
と
な
り
や

す
い
。

こ
の
よ
う
に
磐
下
で
の
変
型
や
腐
敗
一

を
お
そ
れ
た
場
合
は
増
収
は
期
待
で

き
な
い
の
で
年
内
に
一
～
二
剖
収
穫

す
る
ぐ
ら
い
生
育
を
す
す
め
翌
春
消

雪
を
早
め
て
臼
玉
を
防
ぎ
増
収
を
は

か
る
作
型
が
今
の
と
こ
ろ
一
番
よ
い

よ
一
つ
で
す
。

2
．
栽
熔
上
問
題
点

　
郡
市
内
の
平
均
収
祉
は
約
二
、
五

〇
〇
キ
ロ
程
度
で
こ
れ
を
四
、
○
○
○

キ

ロ
ま
で
引
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
た
め
に
は
こ
の
地
方
の
気
象
に

対
し
て
の
適
期
播
種
期
と
品
種
の
検

討
が
必
要
で
す
が
蟹
及
所
で
の
試
作

研
究
の
結
果
で
は
次
の
点
が
あ
き
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
結
球
は
じ
め
ま
で
の
積
算
温
度
は

　
一
、
八
○
○
度
か
ら
二
、
○
○
○
度

は
必
要
一
．
」
こ
の
地
方
で
は
七
月
十
八

日
か
ら
七
月
二
十
日
ま
で
を
適
期
と

暢
　
　
A
播
種
期

す
る
。

　
　
B
・
m
　
種

　
現
在
雷
下
か
ん
ら
ん
と
し
て
有
望

の
．
長
岡
交
配
四
季
穫
、
豊
旧
三
号
A

耐
寒
大
御
所
の
三
品
稲
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
う

3
、
残
さ
れ
て
い
る
問
題

　
育
苗
技
術
の
向
上
を
は
か
り
良
苗

を
確
保
し
て
一
〇
ア
ー
ル
当
り
四
、

○
○
○
試
を
生
産
日
標
と
し
た
安
定

技
術
を
確
立
す
る
こ
と
と
平
均
労
力

二
二
人
を
要
し
て
い
る
労
働
力
を
更

に
省
力
化
し
て
行
く
研
究
を
す
す
め

て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　
農
閑
期
に
充
分
本
年
の
作
．
柄
を
反

省
し
て
耕
種
設
計
を
た
て
目
標
収
樋

の
達
成
を
期
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
〔
津
南
普
及
所
〕

中
里
村
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
休
日
毎
月
三
回
に

中
里
村
商
工
一
会
（
広
田
．
義
一
会
日
）
の
三
回
に
し
た
わ
け
で
す
。
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬
，

長
）
で
は
、
商
店
の
公
休
日
毎
月
三
・

回
以
上
の
実
施
と
、
サ
ー
ビ
ス
チ
ケ

ッ
ト
販
売
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
る
な
ど
し
て
研
究
を
か
さ
ね
て
き
・

ま
し
た
が
、
去
る
九
月
十
六
日
役
員

会
を
開
き
審
議
し
た
結
果
、
十
月
一

日
か
ら
月
三
回
の
公
休
日
実
施
と
、

サ
璽
ビ
ス
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
と
り
あ

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
公
休
億
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

月
二
回
（
五
日
、
・
二
十
五
日
）
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
毎
月
五

の
日
（
五
日
、
十
、
五
日
、
二
十
．
五

店
ご
刹
用
い
た
だ
く
皆
様
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す
◎

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
チ
ケ
ッ
ト
販
売

に
つ
い
て
は
、
加
盟
店
会
を
組
織
す

る
な
ど
準
備
期
間
が
必
．
要
な
の
で
一

応
十
一
月
十
五
日
か
ら
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
サ
ー

ビ
ス
チ
ケ
ッ
ト
販
売
と
い
う
の
は
、

い
ま
各
地
の
商
店
街
で
は
や
り
出
し

て
い
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
タ
ン
ブ
や
、

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ン
ブ
形
式
の
よ
う
に

加
盟
店
が
買
物
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス

チ
ケ
ッ
ト
券
（
百
円
の
買
物
に
二
円

の
割
合
）
を
提
供
し
、
そ
れ
が
一
定

の
金
額
に
た
ま
る
と
商
品
と
引
き
換

え
る
と
い
う
し
く
み
で
す
。
せ
い
ぜ

い
ご
利
用
い
た
た
く
よ
う
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

1
お
知
ら
せ
t

巡
回
税
務
相
談

　
来
る
十
月
十
七
日
、
午
前
十
時
よ

り
午
後
四
時
ま
で
役
場
で
、
関
東
甲

信
越
国
税
局
新
潟
税
務
相
譲
所
に
よ

り
、
巡
回
税
務
相
談
が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。
ご
剰
用
下
さ
る
よ
う
お
待
ち

し
て
胸
り
ま
す
。

昭和58年10月15日東さカ・な3）第89号（禦畿鰯謂）

文
化
の
日
を
迎
え
て

　
　
”
上
げ
底
文
化
反
省
“

　
　
　
　
中
里
村
公
民
舘
長
斉
藤
大
馨

　
窓
外
を
眺
め
て
居
る
と
吹
く
秋
風

に
庭
の
樹
の
色
あ
せ
た
葉
が
ひ
ら
ひ

ら
と
大
地
に
落
ち
て
行
く
。
此
の
季

節
に
な
る
と
年
間
を
通
じ
て
「
週

間
」
と
名
の
つ
く
行
事
が
多
い
が
来

月
三
日
は
文
化
の
日
で
あ
る
。
そ
こ

で
少
し
日
頃
感
じ
て
居
る
こ
と
を
秋

の
夜
長
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
＼
に
、
筆

を
と
っ
て
見
た
。
菓
子
箱
等
に
は
よ

く
ガ
上
げ
底
”
と
云
う
の
が
あ
る
。

こ
の
上
げ
底
、
最
近
は
、
い
よ
い
よ

以
っ
て
甚
だ
し
く
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
箱
の
大
き
さ
と
包
装
の
豪
華
さ

か
ら
見
て
、
中
味
も
さ
ぞ
か
し
相
当

な
も
の
だ
ろ
う
と
、
心
中
大
い
に
期

待
を
か
け
て
開
い
て
見
る
と
、
こ

は
、
ソ
モ
、
い
か
に
。
フ
タ
す
れ
す

れ
の
辺
ま
で
底
が
上
っ
て
居
て
、
ひ

ど
く
キ
ョ
ウ
シ
ュ
ク
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
っ
ポ
ッ
チ
の
中
味

を
ど
う
し
て
こ
ん
な
タ
イ
ソ
ウ
な
箱

に
入
れ
る
の
か
と
、
き
び
し
く
詰
問

し
た
い
気
持
に
も
か
ら
れ
よ
う
と
い

う
も
の
だ
。
要
す
る
に
こ
れ
は
、
中

味
の
乏
し
さ
を
外
観
で
ゴ
マ
化
そ
う

と
い
う
、
す
る
く
も
亦
あ
さ
ま
し
い

魂
胆
の
具
体
化
で
あ
る
こ
と
、
云
う

ま
で
も
な
い
。
外
国
の
こ
と
は
ト
ク

と
存
ぜ
ぬ
が
、
ど
う
や
ら
、
こ
の
上

げ
底
は
“
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
喫
パ

ン
”
の
も
の
ら
し
く
思
わ
れ
て
な
ら

な
い
が
い
か
が
な
も
の
か
。
中
味
に

イ
ッ
ワ
リ
あ
り
の
こ
の
「
上
げ
底
」

が
お
み
や
げ
も
の
N
菓
子
類
の
範
囲

に
だ
け
、
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

っ
た
ら
、
た
い
し
た
問
題
で
も
な
い

か
も
知
ら
ん
が
、
一
事
が
万
事
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
簡
単
に
捨
て

お
く
わ
け
に
は
ま
い
り
か
ね
る
。
卒

直
に
云
っ
て
、
現
在
の
日
本
は
、
あ

ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
、
こ
の
館
上
げ

底
〃
式
の
色
彩
が
極
め
て
濃
厚
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
更
こ
と
改
め

て
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
民
主
主
義

的
文
化
国
家
と
し
て
丸
腰
で
起
ち
上

り
、
生
き
て
来
た
の
で
あ
る
。
世
人

口
を
開
け
ば
易
汝
と
し
て
文
化
国
家

を
論
じ
、
民
主
主
義
を
云
女
す
る
。

然
し
そ
の
脚
が
、
底
に
つ
い
て
居
る

か
ど
う
か
と
云
う
こ
と
に
な
る
と
、

あ
や
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
文
化

が
ま
た
そ
の
民
主
主
義
が
、
お
家
芸

の
“
上
げ
底
”
で
な
け
れ
ぱ
幸
い
で

あ
る
。
思
い
き
り
底
の
上
が
っ
た
イ
階

ン
チ
キ
な
箱
に
詰
め
、
ゴ
マ
化
し
の

レ
ッ
テ
ル
を
は
っ
た
り
「
見
て
く
れ

主
義
」
の
文
化
国
家
や
民
主
主
義
を

お
い
そ
れ
と
買
い
上
げ
る
ほ
ど
世
界

の
お
客
様
の
眼
は
、
に
ぶ
い
も
の
で

も
、
甘
い
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。

　
ど
う
せ
資
源
に
乏
し
い
日
本
で
あ

っ
て
見
れ
ぱ
、
諸
事
万
端
い
ま
だ
ゆ

た
か
で
あ
り
得
よ
う
筈
は
な
い
。
然

し
、
た
だ
こ
こ
で
、
我
汝
の
忘
れ
て

な
ら
な
い
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
に

お
い
て
の
「
上
げ
底
」
を
取
は
』
、
y
し

て
、
底
の
底
か
ら
、
着
実
に
、
中
味

を
詰
め
る
こ
と
に
、
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
云
う
事
是
で
あ
る
、
と
同

時
に
、
い
ま
一
つ
注
意
す
べ
き
こ
と

は
、
そ
れ
が
若
し
よ
い
も
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
ど
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
あ

る
も
の
に
も
せ
よ
唯
単
に
古
い
も
の

と
い
う
名
の
も
と
に
、
簡
単
に
捨
て

去
る
べ
き
で
は
な
い
と
云
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ぱ
文
化
の
面
に
翁
い
て

見
て
も
、
日
本
古
来
の
又
化
の
う
ち

い
＼
も
の
は
ど
こ
ま
で
も
こ
れ
を
温

存
し
、
こ
れ
を
下
積
と
し
、
底
積
み

と
し
、
基
盤
と
し
て
、
そ
の
上
に
新

し
い
文
化
を
、
着
実
に
積
み
上
げ
て

ゆ
く
の
で
な
い
と
、
つ
い
“
上
げ

底
”
式
な
浅
薄
皮
相
な
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
。
終
戦
直
後
英
国
側
代
表

検
事
と
し
て
来
朝
し
た
ク
リ
ス
マ
ス

一
・
ハ
ン
フ
レ
ー
ズ
氏
の
言
葉
に
「
日

本
が
独
自
の
好
さ
を
忘
れ
て
意
識
的

無
意
識
的
に
ド
ル
と
い
う
神
様
を
、

神
棚
や
仏
壇
に
祭
る
よ
う
な
時
代
が

来
な
け
れ
ぱ
幸
い
で
あ
る
」
と
忠
言

し
て
居
り
、
又
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら

文
化
使
節
と
し
て
日
本
に
派
遺
さ
れ

ー
量
｝
ー
・
詣
『
’
』
L
弓
「
b
～
！
ー
旨
ー
｝
ー
i
轟

赤い羽根募金
今年もトップで完納

去
る
＋
月
一
日

か
ら
恒
例
の
“
赤

い
羽
根
共
同
募
金

運
動
佐
が
全
国
一

斉
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
中
里

村
で
は
、
村
民
の

皆
様
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

今
年
も
ま
た
県
下
の
ト
ッ
プ
を
切
っ

て
目
標
額
を
完
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
運
動
が
は
じ
め
ら
れ

て
以
来
十
七
年
に
な
り
ま
す
が
、
毎

年
他
に
さ
き
が
け
目
標
額
を
達
成
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、
赤
い

羽
根
共
同
募
金
の
村
と
し
て
、
充
実

し
た
運
動
の
推
進
を
讃
え
ら
れ
、
全

国
表
彰
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
が
、

み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
に
な
る
た
め
に

た
の
し
お
毎
日
が
送
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
、
今
後
共
ご
協
力
を
お

願
い
申
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
は
十
月
一
日
現
在
ま

で
に
、
十
七
万
八
百
円
の
募
金
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
県
に
納
入
い
た
し
ま

し
た
が
、
こ
の
お
金
は
や
が
て
地
域

の
社
会
福
祉
諸
事
業
の
推
進
に
有
効

に
つ
か
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
共
同
募
金
一
番
の
り
に
つ

い
て
、
皆
様
に
深
く
感
謝
申
上
け
ま

す
。

　
　
（
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会
》

た
東
洋
美
術
の
世
界
的
権
威
と
し
て

瓢
ら
れ
る
グ
ル
ッ
セ
教
授
も
「
日
本

は
あ
く
ま
で
も
自
分
達
の
古
い
伝
統

を
守
り
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
発
展

さ
せ
る
よ
う
努
力
す
べ
き
だ
云
女
」

と
語
ら
れ
た
。
吾
六
は
、
こ
と
に
若

い
世
代
に
と
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
頂

門
の
一
針
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。
文
化
の
日
を
ま
じ
か
に
迎
え

る
に
際
し
て
こ
の
辺
で
も
う
一
度
、

脚
下
照
顧
し
「
脚
、
実
地
に
踏
み
来

た
れ
」
の
言
葉
通
り
文
化
国
民
と
し

て
反
省
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
と

き
正
に
よ
し
、
秋
灯
下
に
し
ば
ら
く

世
俗
の
ス
イ
ッ
チ
を
き
り
、
生
命
の

根
源
を
培
う
読
書
に
親
し
み
た
い
。

中
里
村
に
感
謝
状
中
里
村
で

納
税
成
績
良
好
で
は
、
新
村

発
足
と
同
時
に
、
村
民
各
位
の
深
い

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
納
税
組
合
が

設
立
さ
れ
て
以
来
、
遂
年
納
税
成
績

が
向
上
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
先

頃
、
県
知
事
よ
り
中
里
村
の
納
税
成

績
が
良
好
だ
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
郡
内
で
は
中
里
村
だ
け

で
、
こ
の
栄
光
は
、
ひ
と
え
に
納
税

義
務
者
各
位
の
良
識
と
、
日
頃
の
ご

努
力
の
結
果
と
よ
ろ
こ
ん
で
お
り
ま

す
。

　
ご
承
知
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
に

円
満
起
る
村
政
の
運
営
は
、
完
全
な

る
税
金
の
納
付
に
よ
ら
ね
ば
出
来
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唱
　
　
　
　
’

い
わ
け
で
す
が
、
一
層
ご
理
解
下
さ

い
ま
し
て
、
今
後
共
納
期
内
に
納
入

下
さ
る
よ
う
村
民
各
位
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
く
、
感
謝
状
を
贈
ら
れ

た
ご
報
告
と
と
も
に
、
紙
上
か
ら
お

願
い
申
上
げ
ま
す
。

【
写
真
は
感
謝
状
を
受
け
る
高
橋
村

　一
畏
さ
ん
】

保
険
税
完
納
且
間

　
　
　
　
　
10

月
1
日
～
10
月
3
1
日

　
　
難
墜

舞
輝
と
は
誠
に
御
同
慶
に
一

　
昨
年
国
保
体
質
改
善
を
打
ち
出
し

　
◇
給
付
内
容
の
改
善

◇
保
険
税
の
減
税

に
努
力
を
い
た
し
て
参
り
ま
し
た
が

今
年
度
よ
り
低
所
得
者
の
減
税
、
十

月
一
日
か
ら
世
帯
主
の
七
割
給
付
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
に
あ
た
り
一
層
こ
れ
が
内

容
を
充
実
強
化
し
保
険
財
政
の
安
定

を
図
る
た
め
十
月
一
日
を
基
点
と
し

保
険
税
の
完
納
期
間
が
設
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
村
に
お
い
て
も
昨
年
度
か
ら
全
被

保
被
険
者
に
対
し
六
割
給
付
を
実
施

し
た
処
で
す
が
結
果
単
年
度
実
質
九

十
一
万
円
も
の
赤
字
を
出
し
た
現
状

か
ら
県
の
監
査
並
び
に
村
議
会
か
ら

健
全
財
政
維
持
の
た
め
一
層
の
努
力

が
望
し
い
旨
の
強
い
要
請
も
あ
り
対

策
を
検
討
中
で
あ
り
ま
す
が
と
り
あ

え
す
こ
の
期
間
を
通
し
末
納
の
一
掃

を
図
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
現
在
未
納
に
な
っ
て
い
る
も
の
は

そ
れ
ぞ
れ
事
情
も
あ
り
ま
し
よ
う
が

趣
旨
充
分
御
理
解
下
さ
い
ま
し
て
今

月
間
中
に
是
非
完
納
さ
れ
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
（
係
）

役
場
の
清
滝
さ
ん
　
　
去
る

法
務
大
臣
表
彰
さ
る
＋
月
九

日
～
十
二
日
の
三
日
間
、
東
京
都
新

宿
区
体
育
舘
に
翁
い
て
開
催
さ
れ
た

全
国
第
十
六
回
連
合
戸
籍
事
務
協
議

一
会
総
会
・
第
喜
の
席
上
袋

…
て
当
霧
の
戸
籍
係
編
藻

一
事
は
二
十
余
年
と
い
う
長
レ
年
月

　一
戸
籍
事
務
に
専
念
し
優
良
更
員
と
し

ぞ
霧
蚕
よ
り
諺
叢
け
た
．

，


